























































いけど、そう うことかもしれない。三四郎 物語の中で成長していく。壁にぶつかり、 それについて真面目に考え、なんとか乗り越えようとする。そうですね
　
でも 『坑夫』
















れた意味について考察する。 は、香川にいる間 甲村記念図書館で夏目漱石の全集を読んでいる。 「全作品を読破しようと思うくらい を気に入っているわけだ」 （第
13章
















留まらず、それ以降の作品である『坑夫』や『三四郎』にも引き継がれていく。そのため、カフカ少年は『坑夫』に最も興味を示しているが、 『三四郎』に顕著な「性格 問題と、 『虞美人草』に顕著な「死」の問題を、三作品に共通するものとして感じ取り、自身の成長にあたって必要な要素として注目してい
　
小川三四郎のおかれた状況からみて、また漱石の意図か
らみて、 『三四郎』の小説作法は、作中の人物を掌中にして性格を専制的に規定し、因果関係で縛り付けた『虞美人草』 とは異なるはずである。 『虞美人草』 の執筆中におこった「性格」というものについての反省は、 『坑夫』となってあらわれ いる。 『坑夫』の主人公は、 「本当の事を云ふと性格なんて纏まつたものはありやしない」 「本当の人間は妙に纏めにくいものだ。神さまでも手古ずる位纏まらない物体だ」と考え、 「自分のばらばらな魂がふらふら不規則に活動する現状」を記述することによって『虞美 草』の反省と、 同時に「性格」への模索 おこなったのである。
　
ここで、 『三四郎』は「性格への模索」が行われた作品であ






主人公のあり方に肯定的であるといえる。そのようなカフカ少年に対して、 大島さんは、 「それで君は自分をある程度その『坑夫』 の にかさねているわけかな？」 （第
13章一八二頁） と、













『坑夫』の主人公の炭坑での経験を、 「生きるか死ぬかの体験」であると述べ、 『坑夫』の主人公が重要な体験をしたこ に注目してい 。その結果、 の主人公に成長が見られないことを受けて、 カフカ少年は 「 『なにを言いたいのかわからない』という部分が不思議に心に残る」 （第
13章一八二頁）と発言し


























































美人草』 ・ 『三四郎』にも共通すると指摘している。このことから、カフカ少年と 坑夫』の主人公が持っている迷いは、人として変化が起こる時期に生じる 形成に関する迷いであるという共通点があるといえる。カフカ少年は自分の不完全さを認識し、 「世界でいちばんタフな
15歳の少年」 に成長したいと願う。
そして『坑夫』に惹かれた結果、 『坑夫 の主 炭坑とう異界に入ったように、自身の持つ迷 を解決するため 「森の中」という異界に足を踏み入れるこ と った だと考えられる。　
以上のことから、作中で『虞美人草』 ・ 『坑夫』 ・ 『三四郎』の






んの「迷宮」の説明をふまえた時に、カフカ少年がこの場面の後に「森」へと足を踏み入れる行為は、 人間の深層部である「迷宮」に入ることだ 考えられる。また大島さんは「君の外にあるものは、君 内にあるものの投影であり、君の内にあるものは、君の外にあるものの投影だ。だからしばしば は、君 外にある迷宮に足を踏み入れることによって、君自身の内にセットされた迷宮に足を踏み入れるこ になる」 （第
37章二一九頁）
と述べている。こ ことから、カフカ少年が森の中に入る行為には、自己の深層部に入って、そ にいる他者と出会い、他者の深層部に入ることで自己理解 し、自身の抱える問題に対しての答えを解決す という意味があると推測され 。 そのためカフカ少年が森のさらに奥に進もうとした時に、 「 こか 先に進もうとすれば、僕はより くより挑戦的な迷宮 足を踏み入れることになる」と述べるのは、 「森」の奥に ることで「迷宮」へと足を踏み入れ、自身の抱える問題 対峙す こと なることを理解していたからだと考えら 。しかし、カフカ少年はそのことを理解した上で 「 」 奥へ 進んでい たため自身で選択を行って異界へと旅立っているといえ だろ 。カフカ少年は、 『坑夫』の主人公 同じよう 異界に入るが、 『坑
　
主人公は他者と摩擦が発生した結果、社会を拒絶し「死ぬ気
でゐた」が、死ぬことを目標としていたにもかかわらず、ポン引きに声をかけられた で死ぬことすら「出来損つたから生きる為に働く気になつた」と述べており、坑夫となることに積極性はないことが分かる。そのため、炭坑と う異界へ足を踏み入れるのも、そこに自身の意志は働いていないと推察される。　『坑夫』の主人公に対し、カフカ少年は「森」に入る前に大島さんから、 「僕らの住んでいる世界には、いつもとなり合わせに別の世界」 （第
37章二一八頁）が存在し、それは「迷宮」

















見出しているが、元々死んでも構わないという発想で炭坑にやって来たため、意識が遠のいていくことで、現実社会に残したままにしている問題について思 煩う必要がなくなるということに喜びを見出しているのだと推測される。しかし、自身の意識が「愈零に近くなつた時、 突然として暗中から躍り出した」と述べている。自身の意識がほとんど消えかかった状態の時に突然出てきたものは、 「こ つは死ぬぞ 云ふ考へ」 、 そ て「死んぢや大変だと云ふ考へ」だっ 。主人公は、意識が薄らいでいくことによって現実社会から離れていくことに安らぎを感じていたが、意識が消えかかった時 無 の自分 出会ったのだと考えられる。そし 、無意識の世界での自分 意識が薄らいでいくことに対して、肉体 死を感じ取り、死に対しての危機感から拒絶をお なったのだと考えられる。その 『坑夫』の主人公は、炭坑という異界 中のさらに八番坑と う最も深い異界の中 、死と出会ったのだと推測 れる。そ 、死と向き合った時に、今まで考えてい 「死のう」という意識





つて留まつてゐた。それがしばらくすると四になる。三になる。推して行けばいつか一度は零にならなければ らない。自分は此の経過に連れて淡くなりつゝ変化する嬉しさを自覚してゐた。此の経過に連れて淡く変化する自覚の度に於て 嬉しさは何処迄行つても嬉しいに違ない。だから理屈から云ふと、意識がどこ迄降つて行かうとも、自分は嬉しいとのみ思つて 満足するより外に道はない筈である。所が段々 競り卸し 来て、愈零に近 なつた時、突然として暗中から躍り出 た。こいつは死ぬぞ
二三
で入ることで、死と向き合ったとき、無意識の自己からの働きかけがあった。そのため、 『坑夫』の主人公は無意識の世界に入っていったとき、そこで死の危機感を持った。しかし、カフカ少年の場合は、現実世界から切り離された「森」という「迷宮」に入り、自己形成を試みた結果 そこには自身が最も強く求める佐伯さんが待 てい　
このことから、カフカ少年の場合は、自分の無意識の世界に










カフカ少年にとって、自身が求める存在である佐伯さん以外の全てを遮断しきった状態が「安全地帯」ともいえ 理想 空間であることを表 ていると考えられる。しかし、 カフカ少年は、「森」の中で佐伯さんと居続けられる喜びを得るかわりに、時間や自分の名前などが意味を持たないものになってい こと気がつく。これは、 「森」 奥が、現実社会 切り離 た空間であるからだと推測される。 『坑夫』の主人公 炭坑の奥
二四
ればそれは自分が存在していないことと同じであると考えていると推測さ る。そして、佐伯さんのいる空間であれば、自分が必要 されるため居場所があり、存在していることに意味が見いだせると考えて、佐伯さんの元に留まろう していると察せられる。しかし、佐伯さんはカフカ少年に、現実世界に「戻らなくちゃいけない」のだと伝える。佐伯さんはカフカ少年「森」から出ることを求め、そして、 「森」から出た先で、 「あなたに私のことを覚えていてほしい」 （第
47章三七九頁）のだ
という要求をする。誰かに求めら た経験の無いカフカ少年にとって、補完を願うほどに強く てい 佐伯さんからの要求はとても重要であるだろう。そのため、カフカ少年 、自身が「森」に留まる以上に、佐伯さんの要求を叶えることが重要であると考えたのだといえる。　
また、佐伯さんの願いは、結果的にカフカ少年を生へと導く
ことだった。カフカ少年が佐伯さん 忘れずに記憶し続ける で、佐伯さんはカフカ少年の中で生き続けるこ ができる。それと同時に、カフカ少年は自身に目を向けてくれた佐伯さんを心に留めておくことで、現実世界で生きていく意味を見出すことが出来る。このような思考のプロセス 経 、カフカ少年は森を出る決意を固め のだ 考察される。 『坑夫』の











どこ もないんです。僕は生まれてこのかた 誰かにほんとうに愛されたり求められたりした覚えがありません 第
47章






に行き、家出をしている間に殺された父親の手続きをす ために警察署に行くと話 ため、現実世界ですべきことに目が向いた結果帰るこ 決意したのだと考えられる。 『坑夫』の主人公は、死ぬことも出来なかったが、現実世界に戻って生きることも選ばなかったのに対 、カフカ少年は佐伯さんとの関わりの中で、生きることを選択した結果、自分の意思で帰ることを選択できたと え 。　
これらのことを踏まえて、最後に、両者の異界に入ったこと
の意味について考察する。 「森」から出たカフカ少年が、大島さん 兄からサーフィンの話をされ 場面 示す。
　
彼は言う、 「ハワイにトイレット・ボウルと呼ばれるス
ポットがある。そこでは引き波と寄せ波がぶつかって大きな渦ができてい んだ。便器の水の渦みたいにぐるぐるとまわっている。だから、ワイプアウトしていったん底に引きこ れると、なかな 浮きあがってこられな 。波の具合しだいでは、ひょっとしたら のまま二度と浮かびあれないかもしれ い。 も にかく君は海の底で、波にも
主人公は、 死の危機から逃げるために炭坑から出ようとするが、カフカ少年 他者を求めた結果、他者の願いを尊重するために「森」から出た。そのため、異界に入るときと同様に、 『坑夫』の主人公は積極的な選択ではないのに対し、カフカ少年は自分の意思で決断を下し、積極的な意思を持って異界から出てきたといえると考察した。　
次に、異界から出た後の両者の結末に注目したい。 『坑夫』
の主人公は、 「死んでもいゝ、生きてもいゝ」 、 「此処にゐるのが、一番骨が折れなくつて、一番便利」 （二六五頁）だと考えて炭坑に残ろうとしている。しかし、気管支炎によって坑夫になれないことが分かる。その箇所を示す。
　
自分も早速堕落の稽古を始めた。南京米も食つた。南京












差異についてまとめる。 『坑夫』の主人公は、死への意識が強く働いた結果、 自身の意思が無い状態で坑夫になる。そして 「炭坑」という異界に入っていく しかし、最も奥の「八番坑」へ入って死 向き合った時に、死ぬ事への危機感を持つ。 『 夫』の主人公は、死ぬことも決断できないが、炭坑から出て社会で生きる決断も出来なかったといえる。カフカ少年は佐伯さんを求めた結果、 「森」と う異界に足を踏み入れる。 かし、佐伯さんから、 「森」を出て外の世界で生きることを求められる。カフカ少年は、自己を形成するため 他者を求めた。しかし、自身が最も強く求めた他者である佐伯さんの要 を聞き入れることが佐伯さんを救い 佐伯さんを救う で自分が生き 意味が出来ると考えたのだといえる。そのため、カフカ少年は自分の意思で「森」から出るという選択をした。　
カフカ少年は、 『坑夫』の主人公に共感を示し、自身が成長
する方法の手引き して『坑夫』の主人公の異界体験を実践した。 『坑夫』の主人公は自身の意思で何も選ばずに炭坑に入り、そこで死と向き合うという貴重な体験 し が、その経験が自







































































12　『坑夫』は明治四一年の元日から、東京の『朝日新聞』に九一回にわたって、 大阪の 『朝日新聞』 に九六回にわたっ





二〇〇二年九月） 、 『海辺のカフカ（下） 』 （新潮社
　
二〇〇二年九月）より引用する。
　
2　
尹相仁「日本近代文学における〈桃源郷〉モティーフ
―夏目漱石と村上春樹の場合―」 『
Ideal P
laces in H
istory: 
E
ast and W
est 』第一〇号（一九九七年三月）
　
3　
角南範子「迷羊の恋人」 『緑岡詞林』第二五号（二〇〇一
年三月）
　
4　
上田穂積「田村カフカはなぜ「坑夫」を読むのか―漱
二八
て掲載された。本論のテキストは『漱石全集』第五巻（岩波書店
　
一九九四年）より引用する。
　
本稿の内容は、平成三〇年五月二六日・二七日に台湾にて行
われた第七回村上春樹国際シンポジウ
 ム及び、六月一七日に本
学にて行われたノートルダム清心女子大学日本語日本文学会での口頭発表に基づきます。発表に際し御教示を賜りました皆様に、厚く御礼申し上げます。
（おおおか
　
ありさ／本学大学院博士前期課程）
